断片 (n) 

寺 田寅彦 



日輪の 空気なる (？) 色なる を 知る」 などと 帰納 を 試 

みたり している の もちよ つと 面白かった。 

新し もの 好き、 珍しい もの 好きで、 そして それ を 得 

はるばる 

るた めに は、 昔の 不便な 時代に 遥々 長 崎まで 行く だけ 

の 熱心が あつたから、 今の 世に 生れたら、 あるいは 相 

当な 科学者に なった かもしれ ない。 そして 結局 何 かし 

ら 不祥な 問題で も 起して やはり 汚名 を 後生に 残した か 

もしれ ない。 

こういう 点で どこか スパ ランツァ 二 に似てい る。 優 

れた 自由な 頭脳と 強烈な 盲目の 功名心の 結合した 場合 

に 起り やすい 現象で あると 思う。 



, 方 である。 

(昭和 一 一年 一 月 『明星』) 
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